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【背景と目的】 

 現代サッカーではフリーキックやコーナーキ

ックなどのセットプレーで得点が生まれること

が多い。また、セットプレーではインステップ

キックとインフロントキックが使われることが

多い。一般的に、インステップキックは最も速

いボール初速度を出すことができるとされてい

る(長浜，2003)。一方、直線的な動作であるイ

ンステップキックがインフロントキックよりも

大きなボール初速度を得られると考えられる。

布目ら(1998)は一流競技者を被験者とした実験

でインステップキックとインフロントキックで

ボール初速度に差がないという報告をしている。

そこで、本研究では各キックの蹴り足と軸足の

動作を検討し、インフロントキックがインステ

ップキックと同様のボール初速度を生み出すこ

とを可能にした動作の違いを明らかにすること

を目的とした。 

 

【方法】 

 被験者は 10 年以上のサッカー経験を有する

成人男性 7 名（年齢 21.6±1.1 歳，身長

174.1±4.9cm，体重 63.3±4.0kg，サッカー経

験13.4±2.4年，平均値±標準偏差）であった。

また、利き足が右であること、現在も定期的に

サッカーをしていることを条件とした。右足で

フリーキックを意識した全力でのインステップ

キック・インフロントキックの試行をそれぞれ

15本ずつ行わせた。1試技ごとに成否を確認し、

検者・被験者がともに成功と認めた試行を成功

試行とみなした。被験者のキック動作が不自然

なものにならないように、助走距離は自由とし

た。赤外線高速度カメラ8台を使用して三次元

座標データをサンプリングして、垂直方向を Z

軸（上方：＋）、水平方向をX軸（前方：＋）、Y

軸（左方向：＋）をX軸とZ軸に垂直な軸と定

義し、右手型の三次元直交座標として表した。 

(右足・右膝・左右股)関節・骨盤の角度と角速

度を算出した。統計処理は対応のあるt検定を

行い、有意水準を5%とした。 

 

【結果・考察】 

 ボールインパクト時におけるインステップキ

ックとインフロントキックの足部中心質量合成

速度には、有意な差は認められなかった。一方、

ボールインパクト時のXYZ軸方向の足部質量中

心速度は、インステップキックが 16.4±0.7，

-2.0±1.0，-1.7±0.8m/s，インフロントキッ

クが15.1±0.9，-7.2±1.1，1.1±0.7m/sであ

り、インステップキックはインフロントキック

に対して前方、下方への足部質量中心速度にお

いて有意な差が認められた。また、インフロン

トキックはインステップキックよりも右方と上

方への足部質量中心速度が有意に高かった。イ

ンフロントキックでは、インステップキックよ

りも足関節が外旋した状態でボールインパクト

を迎えていた。これは、足部内側面でのボール

インパクトを可能にして、ボールにより大きな

回転をかける動作であると考えられる。インフ

ロントキックでは骨盤の左右傾斜の角速度がイ

ンステップキックと比較して大きな値であった。

ボールを下から上方向に蹴り上げるような動作



的特徴であると考えられる。足関節・骨盤にそ

れぞれのキックで上記のような差があったのに

対し、膝関節や股関節のキック間における伸

展・屈曲の角度や角速度には違いがみられなか

った。 

 

【まとめ】 

 インフロントキックは、骨盤の右回旋と足関

節の外旋を保ち、回転をかけるようにボールを

横方向へ蹴りだしているのに対して、インステ

ップキックでは足関節の底屈の維持および骨盤

の回旋を積極的に用い、動きを行って前方へボ

ールを蹴りだしていると考えられる。足関節と

骨盤の動きの相違が、目的に応じた蹴り方につ

ながっていると示唆された。 

 


